



















































































































　1917 年末から 18 年にかけてフィンランドは政治体制が大きく変化した。そ
の前年の 1917 年 12 月 6 日にフィンランド臨時政府はロシアから独立を宣言し、
年末にはロシア革命の最中に誕生したボリシェヴィキ政権から独立の承認を得
た。しかし、独立の形態が十分に話し合われないまま独立を宣言したため、翌年











月 22 日発刊の第 25 号の記事「ヴィエナ・カレリアの村に沿って」である。同













た 1918 年 6 月は同年 3 月から 10 月まで実行されたヴィエナ・カレリアへの義
勇軍遠征の最中であり、それを支持する論調で書かれている。




























　さらに同年 8 月 24 日発行の第 34 号には、「勝利者の合唱団」と題する歌詞が






















































































　1922 年 1 月 14 日発行の第 2 号の記事「カレリアのカンテレ奏者が旅の途中で
天国に」を見てみよう。この記事は 75 歳で亡くなったカンテレ奏者テッポ・ヤ
ニスの追悼記事である26。彼は境界カレリア27 の住民であり、厳密に言うとロシ













写真 3　SK 1922, No. 2, s. 46. 写真 4　SK 1941, No. 30, s. 1024.
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　SK 1935, No. 8 表紙
　写真 6
　SK 1936, No. 35, s. 1294.
　写真 7




























1922 年 9 月 9 日発行の第 36 号で「フィンランドでの東カレリア人難民の子供た
ち」と記事が組まれ、記事には子供たちが避難先の東フィンランドにおいて勉強







　また、『カレワラ』に関連した記事も多く見られた。例えば、1934 年 10 月 20


































　7 月 6 日発行の第 27 号に民俗学者ヴァイノ・サルミネンが記した記事「アウ
ヌス・カレリアから」で彼は「アウヌスはフィンランドの近親民族の居住する地
域の一つで、そこの民族は何百年もの間圧政者のくびきに耐えてきた」42 と評し、


























　1939 年 11 月 30 日に勃発した第一次対ソ戦である冬戦争でフィンランド軍は































































































　1944 年 2 月にソ連軍が首都ヘルシンキを空爆し始め、フィンランド本土で被
害が拡大していく中、フィンランドは 3 月から和平交渉を始めるが、交渉はうま
くいかず 4 月に最終的に交渉決裂に終わった。その後、6 月 6 日の連合軍による
ノルマンディー上陸作戦の 3 日後に
当たる 6 月 9 日に、ソ連軍はロシア・
カレリアに駐留するフィンランド軍
に一斉攻撃を仕掛ける。



















































発刊年 号数 題名 1 2 3 4 5 6 7 8
1918 25 ヴィエナ・カレリアの村に沿って ◯ ◯ ◯
27 アウヌス・カレリアから ◯




37 写真　防衛部隊のヴィエナ・カレリアへの遠征 ◯ ◯ ◯
39 ヴィエナ・カレリアでのフィンランド人の後退 ◯ ◯ ◯
40 ヴィエナの救済 ◯ ◯
40 詩　「小さなユッシ」の思い出に ◯
42 なおヴィエナ・カレリアからの写真 ◯ ◯ ◯
1919 9 詩　アウヌス
14 東側国境の向こうの軍事遠征 ◯ ◯




1920 9 カレワラの地から ◯ ◯ ◯
14 以前の国境の向こう ◯ ◯
1921 9 カレリア人の結婚式、生活の様子 ◯ ◯ ◯ ◯
27 ショット：ヴィエナの地からの物語
33 ヴィエナにおける民族の勃興 ◯ ◯ ◯
33 カレリアの前線からの最初の写真 ◯
1922 1 カレリア民族の解放戦争 ◯ ◯ ◯




39 キュミンリンナのカレリア避難民 ◯ ◯
1923 35 境界カレリアの鉄道 ◯ ◯ ◯
1925 7 境界カレリア訪問の写真日記について ◯ ◯
11 我々の東カレリアの防衛において ◯ ◯
1926 48 カレリアのために！（難民救済のポストカード） ◯
1931 16 カレリア人の紳士 ◯ ◯
1934 43 カレリアの女性 ◯
50 アウヌスの進歩におけるフィンランド ◯ ◯
1935 8 表紙　カレワラの地での現在の詩の歌い手達 ◯
8 詩と美しいカレリア ◯ ◯ ◯ ◯
74
発刊年 号数 題名 1 2 3 4 5 6 7 8
8 私の母とカレワラ ◯ ◯
1936 23 アウヌスの戦争におけるウーノ・カイラス ◯
35 カレリア人の想像力の力 ◯ ◯ ◯
1940 14 ホームレスとしてのカレリア民族 ◯ ◯




20 カレリアの妻の視点 ◯ ◯
30 転出したカレリア人 ◯ ◯
32 東カレリアの顔 ◯
1941 25 詩：国境で ◯
25 アイトラハティでカレリアの村が復興 ◯
28 開放すべきロシア　東カレリア ◯ ◯
28 カレリアは勃興する ◯
29 国境が開いた ◯ ◯
30 我々はフィンランドに加わる ◯ ◯
30 ラドガにとっての強盗 ◯ ◯
31 我々は剣で国境を描く ◯ ◯
32 モスクワの門にいるフィンランド人男性 ◯ ◯
35 カレリアで見たロシア人口 ◯ ◯
36 詩：カレリア ◯
36 詩：オネガ湖、白海へ ◯
38 我々は再び教会に通う ◯ ◯ ◯
38 国境はない ◯
38 アウヌスは美しい ◯ ◯ ◯
39 カレリアの風景 1941 ◯
39 ヴァラモ（ヴァラーム）　カレリア人の視点から ◯
40 カレリアの風景 1941  Ⅱ ◯ ◯
40 アウヌスの人びとは解放を祝う ◯ ◯
41 戦闘、恐怖とその意味 ◯ ◯
41 再び戦う ◯ ◯ ◯
41 東カレリアの首都は我々のものだ ◯ ◯ ◯
41 アウヌス・ラジオ ◯ ◯
42 ソヴィエト・イングリアの農民の生活 ◯ ◯
42 我々はシュヴァリへ行進する ◯
42 ああ、家に帰る ◯ ◯
43 レポラ、再建へ ◯ ◯
43 我々の新たな国境のための生きる防衛壁 ◯ ◯
43 新たな勝利者たち ◯ ◯ ◯ ◯
43 東カレリアの水車 ◯
43 彼らはこんなにたくさん ◯ ◯
44 アーニスリンナ（ペトロザボーツク） 我々の新しい都市 ◯
45 新たな我々のイェーガー隊 ◯
46 ヴェプス人も救うべきだ ◯ ◯ ◯
46 詩：シュヴァリの歌 ◯
47 ラドガからシュヴァリへ ◯ ◯
47 ザッラから東へ ◯ ◯ ◯
49 東カレリアの顔 ◯ ◯ ◯
50 フィンランドはカレリアに権利を戻す ◯
50 知られざるヴェプサ ◯ ◯
51-52 東カレリア人の運命 ◯ ◯ ◯
51-52 シュヴァリの賛美歌 ◯ ◯
75
発刊年 号数 題名 1 2 3 4 5 6 7 8
1942 2 エース：東カレリアでの連隊路 ◯ ◯ ◯
2 焼かれた村：カレリア出身 ◯ ◯
6 東カレリアの建物と礼拝堂 ◯ ◯




19 オネガの顔 ◯ ◯
19 春はオネガに ◯ ◯
19 アウヌスの春
20 春はオネガに　Ⅱ ◯ ◯ ◯
21 アウヌスの歌う少女の物語 ◯ ◯
25 詩　クーヤルヴィの歌
25 カレリアは勃興する ◯ ◯ ◯
27 遠くて近いカレリア ◯ ◯ ◯ ◯
30 そこに我々は旅する ◯
38 リモサーリ ◯
39 一年で古いラドガ湖 ◯ ◯
41 フィンランドの ABC に関するヴェプスの子供 ◯
42 シュヴァリニスカの自治区 ◯ ◯
42 ラウリ・サンッツが描いた東カレリア ◯ ◯ ◯
50 嘆きのアウヌスから ◯ ◯
51-52 アーニスニエミのイコンの絵 ◯
51-52 楽譜　大フィンランドの朝 ◯
1943 27 ペトロスコイ（ペトロザボーツク）の夏の計画 ◯ ◯
37 アウヌスの朝、昼、夜 ◯ ◯ ◯
39 モケイネン：古アウヌスの２組の夫婦 ◯ ◯
43 イングリア人に感謝する ◯ ◯
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